
1.3節で説明したように，慣性力のみが作用する場合をMK型と呼び，方程式は次式で表され

ます．

…………………………………………………………………………………………（4.1）

本問題の解法としては，Mを左辺に移して標準固有値問題（対称行列１個の問題）に変換して解

きます．

MK型の固有値計算のフロー図を図4.1に示します．同図において，まず①で行列Mをコレス

キー（Cholesky）分解し，次に②で行列方程式を標準固有値問題に変換します．そうすれば，第2

章で解説した対称行列の固有値問題として，③のヤコビ法，または⑤のランチョス法で解くこと

ができます．

Kx Mx= λ
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①�コレスキー分解�

M＝�UTUに分解�

④�固有ベクトルの変換�

②�標準固有値問題に変換�

Ay＝λ�yに変換�
A＝(U－�1)TK U－�1

y＝�Ux

③�ヤコビ法�

非対角要素の消去変換により�，�すべて�
の固有値λと固有ベクトル�yを算出�

⑦�固有ベクトルの算出�

x＝�U－�1 y

⑤�ランチョス法�

小行列の3重対角行列に変換�

⑥�ヤコビ法�

小行列の固有値λを算出�

各固有値毎に�Kx＝λ�Mxから�
固有ベクトル�xを算出�

図4.1◆
MK型の固有値計算の
フロー図
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